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令和７年度 社会福祉法人のじぎく福祉会 事業報告（案） 

 

 

Ⅰ 法人概要 

（１） 法  人  名 社会福祉法人のじぎく福祉会 

（２） 設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意

工夫することにより、利用者が個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会

において営むことが出来るよう支援することを目的として、下記の社会福祉事業を

行う。 

（３） 設立年月日 平成２年１２月２８日 

（４） 理念、運営方針 法人の基本理念「地域社会との連携の下に、利用者本位の福祉サービスの提供

と介護予防等在宅生活の支援に努め、地域福祉の向上に資することを目標としま

す。」に沿って、法人全体で安心した施設運営ができるように努める。 

（１） 質の高いサービスの提供 

すべての施設は、利用者のニーズを最大限尊重し、尊厳を守り、自立を促し、

生きがいをもって生活できる支援に努める。 

（２） 地域社会との連携 

すべての施設は、地域社会との結びつきを強め、地域の人々に安心を与える

施設づくりに努める。 

（３） 経営体制の強化 

充実した施設運営をするための基盤となる経営強化に努め、職員の職場環境

の充実に努める。 

（５） 運営施設の概要  

種  別 施設名 サービス内容等 

特別養護 

老人ホーム 

(介護老人福祉施設) 

こすもす園 【開設】 平成３年４月２６日 

〇特別養護老人ホーム【入所】〔定員５０人〕 

〇短期入所生活介護【ショート】〔定員２０人〕 

〇通所介護【デイ】〔定員３３人〕 

〇居宅介護支援事業所 

〇高齢者住宅等安心確保事業【シルバーハウジング】 

のじぎくの里 【開設】 平成１５年９月５日 

〇特別養護老人ホーム【入所】〔定員７０人〕 

〇短期入所生活介護【ショート】〔定員１８人〕 

〇通所介護【デイ】〔定員３０人〕 

〇訪問介護【ホームヘルパー】 

〇地域包括支援協力センター 

〇認知症対応型共同生活介護【グループホーム】〔定員９人〕 

〇居宅介護支援事業所 



れい和こすもす園 【開設】 令和２年９月１日 

〇地域密着型特別養護老人ホーム【入所】〔定員２９人〕 

〇短期入所生活介護【ショート】〔定員１０人〕 

軽費老人ホーム 

(ケアハウス) 

やすらぎ 【開設】 平成８年４月２６日 

〇ケアハウス【入居】〔定員１００人〕 

〇定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

津名やすらぎの里 【開設】 平成９年１２月２５日 

〇ケアハウス【入居】〔定員５０人〕 

〇訪問介護【ホームヘルパー】 

○定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

すこやか 【開設】 平成１５年４月１日 

〇ケアハウス【入居】〔定員４０人〕 

〇通所介護【デイ】〔定員３４人〕 

障害者施設 自立支援センターむ

さしの里 

【開設】 平成１６年５月１日 

〇施設入所支援【入所】〔定員３１人〕 

〇短期入所【ショート】〔定員４人〕 

〇生活介護〔定員５６人〕 

〇相談支援事業所（一般・特定） 

障がい者ケアセンタ

ーかんの 

【開設】 令和２年９月１日 

〇医療支援型共同生活援助【グループホーム】〔定員２０人〕 

〇短期入所【ショート】〔定員５人〕 

〇生活介護〔定員４０人〕 

介護老人保健施設 神戸長者町白寿苑 【開設】 平成１７年４月１５日 

〇介護老人保健施設【入所】〔定員１００人〕 

〇短期入所療養介護【ショート】〔空床利用〕 

〇通所リハビリテーション【デイケア】〔定員４０人〕 

〇訪問リハビリテーション 

訪問介護 

 

 

こすもす園ヘルパー

ステーション 

【開設】 令和２年９月１日（こすもす園より移転） 

〇訪問介護【ホームヘルパー】 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 法人事業 

① 人材育成事業（研修計画） 

 研修内容 実績 予定 

１ 新入社員研修 令和 ７年 ４月 １日実施 ４月実施予定 

２ 新入社員フォローアップ研修 令和 ７年１１月１１日実施 １１月実施予定 

 

② 永年勤続表彰式 

表彰者  ３８名（常勤２３名、非常勤１５名） 

実施日 対象人数 場所 

令和 ７年１２月 １日  ８名 のじぎくの里 

令和 ７年１１月２７日 １７名 神戸長者町白寿苑 

令和 ７年１１月２１日 １３名 障がい者ケアセンターかんの 

    

 

③ 各種委員会 

研修委員会 

人材確保委員会 

  ・各施設間の調整や議題整理に時間を要し、委員会開催には至りませんでした。次年度は事前の課題の

整理を徹底するとともに、開催方法の見直しを行い、計画的な実施に努めます。 

 

 

④ 各種部会 

特養部会 

   ・令和 7 年度特養部会では、栄養・看護・介護・相談部門ごとに、各施設間で情報共有や意見交換を 

実施しました。 

栄養部門では食事配膳方法や食事形態、厨房機器更新について、看護部門ではオンコール体制

や看取り対応、医療連携について確認を行いました。介護部門では ICT 機器導入に関する課題共有

を行い、相談・ケアマネ部門では介護報酬改定対応や ICT 活用について情報交換を実施しました。 

全体会議の開催や施設間訪問の調整が難しい場面もありましたが、各部門で必要な連携・情報共

有を行うことができました。今後も継続して施設間の連携強化に努めてまいります。 

 

 

ケアハウス部会 

実施日 内容 参加人数 

令和 ７年 ５月２１日 ・定期巡回・夜勤職員の代替対応について 

・BCP 研修について 

・契約書の保証人について 

６名 

令和 ７年 ９月１７日 ・地域交流・貢献活動について ６名 



・協力医療機関連携に関わる届出について 

・自費サービスについての報告 

・法定研修を含めた委員会・研修の実施状況 

・入居待機者確保に向けた取り組みと工夫 

・利用者の安否確認の方法について 

・保証金・小口現金について 

令和 ８年 ２月１８日 ・ケアハウスに対する考え方、思いについて 

・部署間の情報共有で工夫していること 

・ケース記録など各種記録について 

・勉強会や行事等の企画、準備について 

・各施設の感染対策や BCP の研修、訓練に 

ついて 

・各シフトの業務内容とシフト調整について 

・利用者間のトラブル防止について 

10 名 

 

 

高齢者通所部会 

実施日 内容 参加人数 

令和 ７年 ５月２１日 今年度の開催について 

レクリエーションの内容について 

介護職員の交流会について 

７名 

令和 ７年 ９月１７日 ケアパレットについて 

介護職員交流会について等 

５名 

令和 ８年 ２月１８日 介護職員交流会の振り返り 

次年度の活動について 

活動報告について等 

５名 

 

 

⑤ 社会貢献事業 

・認知症カフェ（のじぎくの里で実施） 

実施日 参加人数 場所 

令和 ７年 ４月１０日 １９名 堂池ふれあいの郷 

令和 ７年 ５月 ８日 １５名 堂池ふれあいの郷 

令和 ７年 ６月１２日 １４名 堂池ふれあいの郷 

令和 ７年 ７月１７日 １３名 堂池ふれあいの郷 

令和 ７年 ９月１１日 １４名 堂池ふれあいの郷 

令和 ７年１０月 ２日 １２名 堂池ふれあいの郷 

令和 ７年１１月１３日 １４名 堂池ふれあいの郷 



令和 ７年１２月２５日 １７名 堂池ふれあいの郷 

令和 ８年 １月 ８日 １４名 堂池ふれあいの郷 

令和 ８年 ２月１２日 １２名 堂池ふれあいの郷 

令和 ８年 ３月 ５日 １５名 堂池ふれあいの郷 

 

 

・地域サポート施設（こすもす園で実施） 

実施日 参加人数 場所 

令和 ７年 ９月１８日 ３２名 石守第２集会所 

令和 ８年 ２月１６日 ２０名 日岡苑 

 

 

Ⅲ 理事会及び評議員会等の開催状況 

（１） 理事会 （全６回）  理事定数：６～１２名  監事定数：２名 

開催（決議）年月日 

（開催場所） 

出席者数 

（総数） 
議事 

監事出 

席者数 

〔第１回〕 

令和７年 ６月 ５日 

(順心病院) 

８名   

（９名） 

第１号議案 

第２号議案 

 

第３号議案 

 

第４号議案  

第５号議案 

第６号議案 

第７号議案 

第８号議案 

第９号議案 

令和６年度事業報告（案）について 

令和６年度計算関係書類及び財産目録（案）につ

いて 

新役員（理事・監事）候補者の評議員会への提案

について 

定時評議員会について 

評議員選任・解任委員の選任について 

評議員候補者の推薦について 

各種契約について 

のじぎく福祉会諸規則の改正について 

第三者委員の委嘱について 

２名 

（２名） 

〔第２回〕 

令和７年 ６月２１日 

（順心病院） 

８名 

（９名） 

第１号議案 

 

理事長の選定について ２名 

（２名） 

〔第３回〕 

令和７年 ７月２５日

(順心病院） 

  ８名 

（９名） 

第１号議案 利益相反取引について 

 

 

２名 

（２名） 

〔第４回〕 

令和７年 ８月２１日 

（順心病院） 

６名 

（９名） 

第１号議案 神戸長者町白寿苑修繕工事入札参加業者募集に

係る公告事項及び公告方法について 

１名 

（２名） 

〔第５回〕 

令和７年１０月１０日 

７名 

（９名） 

第１号議案 

 

神戸長者町白寿苑修繕工事における入札参加業

者および予定価格の決定について 

２名 

（２名） 



（順心病院） 第２号議案 

 

第３号議案 

令和８年度地域介護・福祉空間整備等施設整備

交付金の申請について 

大規模修繕事業資金等の借入について 

〔第 6 回〕 

令和７年１１月 ７日 

（決議の省略） 

９名 

（９名） 

第１号議案 各種契約の締結について ２名 

（２名 

〔第７回〕 

令和７年１２月 ６日 

（段屋鈴江） 

８名 

（９名） 

第１号議案 

第２号議案 

 

第３号議案 

令和７年度第１次補正予算（案）について 

令和８年度地域介護・福祉空間整備等施設整備

交付金の申請について 

大規模修繕事業資金等の借入について 

１名 

（２名） 

〔第８回〕 

令和８年３月２８日 

（順心病院） 

   ９名 

（９名） 

第１号議案 

第２号議案 

第３号議案 

第４号議案 

第５号議案 

第６号議案 

令和７年度第 2 次補正予算（案）について 

令和８年度事業計画（案）について 

令和８年度当初予算（案）について 

令和８年度利益相反取引について 

役員等賠償責任保険契約について 

各種契約の締結について 

２名 

（２名） 

 

 

（２）評議員会 （全１回）  評議員定数：７～１３名 

開催（決議）年月日 

（開催場所） 

出席者数 

（総数） 
議事 

監事出 

席者数 

〔定時〕 

令和７年 ６月２１日 

（順心病院） 

７名   

（１１名） 

第１号議案 

第２号議案 

 

第３号議案 

令和６年度事業報告（案）について 

令和６年度計算関係書類及び財産目録（案）につ

いて 

役員の選任について 

２名 

（２名） 

 

 

（３）監事監査 

開催（決議）年月日 

（開催場所） 
出席監事 事項 

令和７年 ５月３１日 

（障がい者ケアセンタ

ーかんの） 

２名   ・令和６年度事業報告について 

・令和６年度決算書について 

・法人運営について（理事会、評議員会、人事管理、会計管理等） 

・各施設の運営について（稼働状況、利用者処遇等） 

 

 

 

 



Ⅳ 法人各種会議、行事の実施状況 

会議・行事名 実績 予定 

永年勤続表彰 １１月２１日、１１月２７日、１２月１日の３回に分

けて実施 

１１月 

研究交流会 令和８年１月３１日実施 １月 

施設連絡会 第１回： ５月２２日 

第２回：１２月０６日 

第３回： ３月１３日 

年３回 

経営執行会議 毎週木曜日開催 毎週木曜日開催 

高砂地区施設連絡会議 毎週月曜日開催 毎週月曜日開催 

 

 

Ⅴ 各施設について 

（１） ―① 成果と課題（こすもす園） 

（目標・計画） 

ご利用者の尊厳ある生活を保障・継続していくために、利用者一人ひとりに寄り添い、意向や好みを細かく

汲み取り、その人に合わせたケアの充実、質の向上を目指します。 

（具体的な内容） 

・介護ロボット、介護ソフトなどの機器を活用し、利用者個々の生活リズムをしっかりと把握します。 

・業務効率化することで確保できた時間を個別ケア等に充て、知り得た情報を関係部署で共有するこ 

とで、統一したサービスを提供します。 

・口から食べることの大切さを共有し、利用者に合った食事形態を提供することで、身体機能・QOL の維 

持向上できるよう支援します。 

（成 果） 

・個別ニーズへの対応進展: 特養においてエリアごとの個別支援が着実に進み、デイサービスでも食事提

供方法の変更など、利用者の好みに合わせたケアが実践でき、喜ばれている。 

・生活リズムの把握とスキルアップ: 介護ソフト等の活用により、利用者個々の生活リズムの把握に努め

た。また、職員の入れ替わりがあった中でも基礎指導を徹底し、個々のスキルアップと個別支援への注

力体制を整えることができた。 

・業務の質向上: ミーティングの定期開催（居宅）や、関係部署間での情報共有により、困難ケースへの

共通認識を持つなど、組織的な支援体制が構築された。 

（課 題） 

・周知・共有の徹底: エリアごとの対応について、全職員への周知徹底が不十分な場面があった。また、エ 

リア間での情報共有がスムーズにいかないケースがあり、サービスの「統一性」という面で改善の余地が 

ある。 

・進捗のばらつき: 一部の新たな取り組み（デイの個別支援等）において、受け入れ体制は整ったものの、 

年度前半の進捗が不十分であった点が挙げられる。 



（目標・計画）  

・事業経営の安定化を図ります。 

（具体的な内容） 

・今まで接点のなかった病院連携室や居宅介護支援事業所への営業を強化します。 

・利用者への信頼を得ることで安心したサービスを提供し、更なる関係性を構築します。 

（成 果） 

・営業活動による認知度向上: 病院連携室や居宅介護支援事業所への積極的な営業により、入所相

談、問い合わせ、見学希望者が目に見えて増加した。 

・稼働率の目標達成: デイサービスにおいて、8 月に 23.2 人/日、12 月には 27 人/日（稼働率 79%）を

達成するなど、具体的な数値として成果が表れた。 

・法人内連携の強化: 居宅からデイ・特養・ショートへの紹介が円滑に行われ、法人全体として当園のサ

ービスを知ってもらう機会を創出できた。 

（課 題） 

・目標件数への到達: 特養、デイは目標を達成することができたが、居宅における新規相談受付など、一 

部の項目で目標件数に届かなかった。 

・季節変動への対応: デイサービスにおいて、冬季に稼働が下降傾向になるなど、年間を通じて安定した

高稼働を維持するための継続的な営業戦略が引き続き必要である。 

 

 

（１）―② 会議の実施状況（こすもす園） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

部署連絡会議 

(れい和こすもす園と合同開催) 

伝達事項確認 

各事業所ごとの活動状況、運営状況

の確認  

施設長 副施設長課

長 各部署代表者 

月１回 

高齢者虐待防止委員会 

(れい和こすもす園と合同開催) 

高齢者虐待防止に関すること 

 

施設長 副施設長課

長 各部署代表者 

月１回 

苦情解決委員会 

（れい和こすもす園と合同開催） 

苦情・意見に関すること 施設長 副施設長

課長 各部署代表者 

月１回 

消防・防災委員会 

(れい和こすもす園と合同開催) 

防災に関する予防、内部研修、各種

避難訓練等の実施 

施設長 課長 

各部署代表者 

月１回 

感染予防委員会 

(れい和こすもす園と合同開催) 

感染予防対策の検討実施、研修の開

催などを実施 

施設長 副施設長

各部署代表者 

月１回 

労働安全衛生委員会 

(れい和こすもす園と合同開催) 

労働災害の予防、啓発活動 

再発防止策の検討 

産業医 施設長 

看護師 総務 

月１回 



給食委員会 食事に関する諸問題の改善 施設長 入所・在宅

部門代表者 管理栄

養士 委託業者 

2 か月 1

回 

リハビリ委員会 リハビリに関すること 施設長 副施設長

各部署代表者 

３ケ月１回 

身体拘束適正化検討委

員会（れい和こすもす園と

合同開催） 

身体拘束等に関すること 施設長 副施設長

各部署代表者 

3 ヶ月 1 回 

事故防止委員会 

(れい和こすもす園と合同開催) 

事故予防、事故後の対応について検

討 

施設長 副施設長課

長 各部署代表者 

月１回 

入所判定委員会 特養入所に関する検討 施設長 副施設長 

介護看護主任及び副

主任 相談員 栄養 

月１回 

褥瘡対策委員会 褥瘡対策に関すること 施設ケアマネ 各部

署代表者 栄養士 

月１回 

生産性向上委員会 業務効率及び介護の質向上に関する

こと 

 

施設長 副施設長 

各職種代表者 

月１回 

 

 

（２）―① 成果と課題（やすらぎ） 

（目標・計画） 

 安定した経営基盤の確立を図ります。ケアハウス(体験含む)入居率 100％ 定期巡回・随時対応型訪

問介護看護 30 人/日         

（具体的な内容） 

・体験利用や入居待機者を確保するために SNS 等を活用し内外への情報発信を行い、関係各所との情 

 報共有・連携強化に努めます。 

・定期巡回サービスの受け入れ体制を再構築し、取得可能な加算要件の整備を行います。 

（成 果） 

ケアハウス入居率：100％  定期巡回サービス平均利用者：26.9 人/月  

・SNS 以外にも FAX 等で各居宅事業所へはケアハウスの空き状況の共有を行い、入居者の確保や稼働 

率の維持につながっております。また、定期巡回サービスの認知度向上により、入居を検討する際の候 

補の一つとして「やすらぎ」を紹介いただくケースも増えております。 

・加算取得に向けた検討を行いましたが、体制整備に伴うコストや事務負担に対して、算定による収益効 

果が限定的であると判断したため、本年度の算定は見送っております。一方で、定期巡回サービスでは 

対応が難しい生活支援ニーズが増加していることから、ケアハウス独自の自費サービスを新設し、利用 

者の生活の質を維持できる体制を整えております。 



（課 題） 

・施設としての情報発信や利用者家族への連絡手段として SNS の活用が進む一方で、運用ルールや担

当者の明確化が十分でなく、適切な管理体制の構築が課題となっております。 

・受け入れ体制に関しては、職員間で支援範囲やリスク認識に差があり、情報共有や判断基準の統一が

必要であると考えます。また、加算取得については必要な体制整備や事務負担が大きく、算定料との費

用対効果が見合わないため、現状では取得に踏み切れない状況が続いていますが、今後も制度改正や

運営状況を踏まえ、取得の可否を継続的に検討します。 

（目標・計画） 

安心される施設作りを目指します。 

（具体的な内容） 

・(入居者、家族向け)余暇活動の充実、施設内外観の改善を行います。 

・(外部向け)関係機関との信頼関係を強化するため、迅速かつ丁寧な対応を行います。 

・(職員向け)研修等の介護技術を学ぶ機会を作り、負担軽減と効率を両立した業務改善に努めます。 

（成 果） 

・例年行事に加え、夏祭りでのボランティアの参加や観梅会を実施し、コロナ禍以降で徐々にではあります 

が、活動の機会を増やせています。また、エレベーターの改修やロビーカーテンの更新、茶室の清掃など

により生活の安心やゆとりの提供に繋がりました。 

・相談員等の特定の職員においては成果が見られました。 

・法人内研修やオンライン研修を活用し、業務中でも参加しやすい環境整備を進めた事で、職員が負担

を感じずに学べる機会が増え、技術向上と業務改善の両立に一定の成果が見られました。 

(課 題) 

・施設の老朽化に伴い、他にも修繕すべき箇所があるため運営状況を見ながら優先順位をつけて対応し

ます。 

・相談員や特定の職員に対応が集中しやすい傾向があり、情報共有や判断が属人化する課題がありま

す。今後は、より幅広い職員が関われる体制を整えるとともに、伝えるべき情報と不要な情報を整理した

運用ルールを整備し、適切な情報提供とリスク管理の両立を図ります。 

・研修参加者から参加できなかった職員への情報共有が十分とは言えず、学びを組織全体に広げる仕組

みづくりが今後の課題であると考えます。 

 

 

（２）―② 会議の実施状況（やすらぎ） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

施設内連絡会 部所間の業務連絡や情報共有、行事

等の企画検討 

 

全職員 月１回 



運営会議 施設運営に関わる連絡や情報共有、課

題検討、入居者処遇 

施設長・各部署 

代表者 

月１回 

危機管理委員会 自然災害の対策や研修の企画実施（災

害 BCP 含む）、施設内事故の予防対策

分析 

職員代表者 年２回 

サービス向上委員会 介護技術や知識の習得、苦情処理対

応、レクリエーション企画 

職員代表者 年４回 

感染対策委員会 時季に応じた感染症の対策、研修の企

画実施（感染症ＢＣＰ含む） 

職員代表者 年４回 

身体拘束・虐待防止委

員会 

身体拘束や虐待の防止への取り組み、

研修の企画実施 

職員代表者 年４回 

給食委員会 給食に関する連絡や情報共有、課題や

要望の検討 

 

施設長、栄養士、 

委託業者 

年４回 

定期巡回会議 定期巡回サービスにおける業務連絡や

情報共有、課題検討 

 

管理者・介護職員 月１回 

介護医療連携推進会

議 

地域に対して定期巡回サービスの実施

状況の報告、外部評価、要望や助言 

地域住民の代表 

地域の医療福祉希

関係者、市職員。施

設代表者 

年２回 

入居者懇談会 入居者との意見交換、連絡、報告 全職員、全入居者 年２回 

 

 

（３）―① 成果と課題（津名やすらぎの里） 

（目標・計画） 

・安心安全の確保、QOL の維持・向上を図ります。 

（具体的な内容） 

・順心淡路病院・淡路白寿苑等、関連事業所との連携強化（利用者紹介・入退院調整）           

感染事故防止や BCP 対策、接遇マナーなどの課題に取り組みます。                   

・行事・レクリエーションの充実、余暇活動のきっかけになる場を提供します。 

（成 果） 

・定期的に関連事業所と連絡を取り、定期巡回利用につながる入居者を多数紹介していただいた。   

毎月、確実に委員会・研修を実施することができ、感染対策や BCP・接遇マナーに対する理解を深める

ことができた。      



・毎月の行事の充実を図ることができたが、日々のレクリエーションの回数は減少している。 

（課 題） 

・今後も関連事業所との連携を強化する。研修は各職員・担当を中心に実施できたが、研修準備・記録

作成等負担が増えているため、簡素化を図る必要がある。                           

・毎月の行事は年々充実してきているが、毎週のレクを行うことが困難になってきているので、今後定期的

な体操の充実を図る等、持続可能な取り組みの検討が必要。 

（目標・計画） 

経営基盤の強化を図ります。 

（具体的な内容） 

・職員一人ひとりに経営意識を持ってもらう 

 入居者・家族対応、委員会・研修の運営、緊急時対応など能力向上に努めます。 

・関係各所との積極的な連携を行います。  

日々の報連相を徹底、地域の各種会議へ出席します。 

（成 果） 

・ケアハウス入居率（R6）100％→（R7）100％  

体験入居含む入居率（R6）99.1％→（R7）98.4％  

訪問介護（R6）12.4 人→（R7）12.4 人/日（目標 17 人/日）  

定期巡回（R6）15.1 人→（R7）19.5 人/月平均登録数（目標 23 人/月平均登録数） 

経営状況を説明し危機感が浸透すると共に、各職員の業務能力が向上してきている。 

・ケアマネジャーや訪問看護との報連相、地域会議等へできる限り参加するようにした。 

（課 題） 

・職員の業務能力にばらつきがあるので、全体的なレベルアップに努め、訪問介護・定期巡回共に、 

より一層利用率の向上につなげていきます。 

・関係各所との連携を密にできたが、地域会議への参加が不十分なので今後各職員が協力して、 

参加率を上げていくようにします。また、協力病院と連携し施設内で行える地域サロン等の機会が持てる 

ようにしていく。 

 

 

（３）―② 会議の実施状況（津名やすらぎの里） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

職員会議 
業務連絡・諸問題検討・各種施設行事の

企画検討 
全職員 月１回 

処遇会議 入居者の処遇に関しての対策検討 全職員 月１回 

給食会議 
献立・給食・行事食等の検討話合い、施

設側・業者側の連絡事項 

施設職員・厨房職員 

給食会社責任者 
年６回 



感染事故防止 

対策委員会 

コロナウィルス等感染症・転倒事故等予

防対策の協議、研修・訓練 
全職員 年４回 

身体拘束廃止・虐待防

止委員会 

身体拘束廃止に向けた体制作り 

身体拘束廃止、改善のための教育・研修

の実施 

全職員 年４回 

BCP 委員会 

自然災害・感染症の BCP           

BCP の定期的な見直し             

BCP に関する研修・訓練 

全職員 年２回 

ハラスメント          

苦情処理委員会 

ハラスメント防止の啓発活動         

苦情相談、改善・検討、研修 
全職員 年１回 

ヘルパー会議・研修 

より質の高いケアサービスの提供及び介

護技術の向上と情報の共有を目的とする

研修の実施 

施設長・サービスの提

供責任者・登録ヘル

パー 

月 1 回 

定期巡回会議・研修 

より質の高いケアサービスの提供及び介

護技術の向上と情報の共有を目的とする

研修の実施 

施設長・計画作成責

任者・介護職員 
月１回 

介護医療 

連携推進会議 

定期巡回の事業報告 

自己評価・外部評価、その他検討事項 

民生委員・行政 

訪問看護・定期巡回 
年２回 

消防訓練 

風水害避難訓練 

消防設備点検・緊急時の総合訓練     

風水害に備えた避難訓練 
全入居者・全職員 

年 2 回   

年 1 回 

入居者懇談会 
施設から入居者への連絡・報告 

入居者から施設への質疑応答 
全入居者・全職員 年 4 回 

 

 

（４）―① 成果と課題（すこやか） 

(目標・計画） 

入居者の自立を基本とし、感染予防を講じながら充実した日々を過ごせるように支援し設備環境を整えます。 

(具体的な内容） 

転倒防止のため、リハビリの要素が含まれた体操やゲームを日常に組み込みます。 

外出、外食を季節に応じて行います。 

厨房事務所・トイレ等劣化場所の設備を整備し、共有場所照明を LED に換えていきます。 

（成 果） 

日常生活の中にリハビリ要素を取り入れた体操やゲームを継続的に実施してきた。その結果、楽しみなが

ら身体機能を維持・向上できる場面が増え、歩行や立ち上がり動作の安定につながった。季節ごとの外出

や外食を計画的に行ったことで、気分転換や入居者同士の交流につながり、表情や意欲にも良い変化が

見られました。 



「すこやか」の SNS やホームページを通じて、日々の活動の様子や行事の様子を発信し続けたことで、施

設の雰囲気や支援内容が外部に伝わりやすくなった。ご家族からは「普段の様子が見れて安心する」とい

った声が寄せられ、これらの情報発信がきっかけとなり見学希望や入居相談につながるケースも見られる

ようになり、事業所の認知度向上につながっています。 

（課 題） 

・ケアハウス入居者全員の日常的なリハビリ活動を続ける一方で、個々の状態変化も的確に把握しながら 

その人に合った安心安全な支援体制を充実させ、継続していくことが必要である。 

体験利用者は待機者としての位置づけもあるので、積極的に入居営業していく必要がある。 

また施設内の老朽化した設備の修繕、交換、その費用も今後の課題である。 

(目標・計画） 

・通所事業、稼働率を上げていき、維持を図ります。 

(具体的な内容） 

・ご家族・利用者の希望や急遽の困りごとに柔軟に対応できる体制を整える。 

ケアハウスからの入居者の利用を確保するため、連携を図る。（行事・ボランティアの共有） 

すこやかの SNS,HP を利用しご家族や外部へのアピールを強化し、利用へつなげる。 

（成 果） 

・ケアハウスからの利用を確保するために、行事やボランティア活動の情報を共有し、デイとケアの運営会 

議を定期的に開催した結果、スムーズな利用調整が可能となり、新規利用につながり件数も徐々に増加

した。 

・ケアハウスと同様に SNS の発進によりデイの雰囲気を伝えることによって、ご家族やケアマネからの問い

合わせが増えてきた。 

（課 題） 

・利用者の中でも介護度が高い方は、施設入所や体調不良で長期入院が多く、新規利用者があっても入 

れ替わりが激しいため、稼働率がなかなか安定しない。今は現在の稼働を維持することが精一杯のであ 

るが、今後も施設運営会議を続けケアハウスとデイサービスの連携を強めながら、常に新規利用者を増 

やすための対策を考え実行していく必要がある。 

 

 

（４）―② 会議の実施状況（すこやか） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

感染予防対策委員会 

感染症に係る BCP 

施設内における感染対策について 

1.感染症予防・食中毒予防蔓延防止 

2.コロナ・インフルエンザ予防対策等 

3.指針の策定 

各部署代表者 
委員会・訓練 

各２回/年 

事故防止対策委員会 

及び勉強会 

ヒヤリハット・アクシデント 

報告・防止対策を検討周知 

指針の策定 

各部署代表者 年２回 



災害防災対策委員会 

災害防災に係る BCP 

消防計画・届出、備蓄管理 

訓練実施等・指針策定 

施設長・各部署代表

者 

委員会・訓練 

年２回 

給食委員会 給食に関する報告・要望・計画 
施設長・給食委託業

者・栄養士・各主任 
年４回 

職員会議 
各部署月間報告・次月予定・行事計画・お

知らせ・情報の共有 
全職員 月１回 

行事委員会 
行事計画・実施・反省 

 
デイ職員全員 月１回 

業務改善会議 
各部署の業務について 

（ケアは入居判定委員会兼ねる） 
各部署職員 月１回 

身体拘束適正化検討委

員会 

身体拘束適正化の為指針策定 

研修実施 
部署代表者 年４回 

虐待防止検討委員会 
虐待防止のための指針の策定 

研修実施・記録 
部署代表者 年２回 

入居者懇談会 
入居者へお知らせ・お願い・報告 

意見交換 

入居者全員・施設長 

ケア相談員・介護職員 
年２回 

ハラスメント防止対策委員

会 

職場における様々なハラスメント 

を防止する指針の対策と研修周知 
施設長・各部署代表者 年２回 

利用者担当者会議 
サービスの調整・各関係者との連携と情報

交換 
ケアハウス・支援ハウス 随時 

 

 

（５）―① 成果と課題（のじぎくの里） 

(目標・計画） 

・経営基盤の安定を図ります。 

（具体的な内容） 

・病院等の連携・地域活動への参加により、身近な関係作りを強化し、営業活動に努めます。          

・安心・安全な支援の中、信頼関係の構築を目指します。                        

・経費削減（事業費・事務費１０５万円）を目指します。 

（成 果） 

・協力医療体制の整備により、相談できる場所の構築がより一層深めることができました。また、医師との

連携強化により、速やかに相談できる環境を整備したことで、ご家族様の不安軽減につながりました。 

・特養については、下半期後半に稼働率を下げる状況となりましたが、上半期から下半期前半にかけて稼

働率が安定していたことで、目標数値に近づけることができました。 

・補助金を活用することで経費削減につながりました。また、ICT の浸透・活用により情報共有が円滑とな

り、課題を共有することで多職種が協働しながら問題解決に取り組める体制を構築することができまし

た。これにより、ご利用者へ安心・安全な生活の場を提供することにつながりました。 



（課 題） 

・入退院の調整については概ね順調に進みましたが、１２月～３月にかけて看取り等による退所者(17 名）

が発生し、入所調整が間に合わず空床が目立つ状況となりました。また、病院からの依頼件数も多く、滞

在期間が短いケースや再入院となるケースも増加しました。今後は相談員等の業務内容の見直しを課

題とし業務の振り分けを行いながら、より円滑な入所調整につなげてまいります。 

・短期入所の依頼が多い状況であったため、特養の空床について各階でスムーズに調整できるよう運用を

実施いたしました。 

（目標・計画） 

・生産性向上に取り組み、職員のモチベーションの向上を目指し、より良いケアを提供します。 

（具体的な内容） 

・就労条件や職員配置の見直しを行い、職員が働き続けたいと思える職場環境づくりに取り組みます。ま 

た、学びの機会を提供し、職員一人ひとりが成長できる環境整備に努めます。                 

・ご利用者やご家族に対し、施設行事等への参加を促進いたしました。また、職員とともに地域へ出向く体

制を整えることで、地域とのつながりを深める取り組みを実施いたします。 

（成 果） 

・固定的な勤務体制にとらわれず、家庭環境に応じた勤務の提供を実施いたしました。子育て世代の働き

方について、各部署で理解を深めることができました。                                  

・個人のスキル UP を目指す職員も増えており、介護福祉士等の資格取得に向けて取り組む姿勢が見ら

れるようになりました。 

・行事等にご家族が参加されることで、職員との良好な関係性を構築できました。また、一部のご利用者

ではありますが、地元の行事へ参加していただく機会を設けることができました。 

（課 題） 

・人員調整が十分に行えなかったことから、外部研修を活用する機会が限られ、認知症に関する研修

等、 職員のスキルアップに向けた研修機会を十分に確保することができませんでした。 

・子育て世代の働き方について職員の理解は進んでおりますが、子育て世代の職員が増加していることに

より、早出・遅出の時間帯において職員配置の偏りが生じていることが課題となっております。        

・行事への参加や面会については、一部のご家族に固定化が見られるものの。身近な関係性も築くことが

できました。一方で、ご家族との疎遠化や関係性の気薄化により、相談につながりにくいケースも増加して

おります。そのため、相談援助を行う職員側の技術向上が必要であると考えております。 

 

 

（５）―② 会議の実施状況（のじぎくの里） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

施設内連絡会 各部署行事予定、報告、各部署からの発

信事項、施設長からの指示事項 

施設長・課長・各部

署代表者 

月 1 回 

労働安全 

衛生委員会 

産業医よりの通達事項・教育関連・健康診

断フォロー状況確認・施設内が安全で作業

施設長・課長・各部

署代表者 

月 1 回 



高齢者虐待防止委員会 

身体拘束適正化委員会 

環境に適している等の報告 働きやすい職

場環境を目指し、意見交換・施設内外の利

用者様に虐待等の兆候がないか・勉強会等

の検討 

給食委員会 食事内容についての意見交換、行事食の

検討 

施設長・食事委託業

者、管理栄養士、各

部署担当者 

月 1 回 

感染予防委員会 

（BCP 作成） 

感染に対する知識の習得・現状の感染種別

等の対応策・感染予防教育の立案・実施・

評価・蔓延防止策の研修・BCP 訓練 

施設長・課長・看護

師・施設ケアマネ・各

部署代表 

2 ヶ月 1 回 

 

防災・防犯委員会（災

害・BCP 作成） 

災害訓練の立案・実施・評価 

平常時から、備品等の準備・感染予防教育

の立案・実施・評価・蔓延防止策の研修・

BCP 訓練 

 

防火管理者・施設

長・各部署担当者 

 

 月 1 回 

環境整備委員会 施設内ラウンドの報告による改善等の検討・

施設美観について立案・実施・評価  

各部署担当者 月 1 回 

行事委員会 施設全体行事の立案・検討、 

年間行事に基づいた毎月の行事の遂行 

施設長・課長・各部

署担当者 

月 1 回 

処遇会議 各部署利用者様の状況にあったサービスが

提供できているか、自立の援助方法に対す

る計画・立案を検討 

各部署関係職員 月 1 回 

事故対策・身体拘束廃

止委員会 

事故報告、内容検討、予防策や生活環境

の見直し、身体拘束廃止の為の対策や検

討 

各部署担当者・看護

師・施設ケアマネ 

月 1 回 

入所（利用）判定委員会 特養次期入所者及び利用者の情報交換、

入所判定基準に沿っての判定会 

施設長・看護師・介護職

員・施設ケアマネ・相談

員・管理栄養士 

月 1 回 

サービス担当者会議 状態の変化・定期外利用等、ご利用者の変

化に伴う会議 

全部署関係職員 随時 

 

 

（６）―① 成果と課題（自立支援センターむさしの里） 

(目標・計画） 

安全で安心できる介護サービスを施設入所部門、通所部門が一体となって提供します。 

（具体的な内容） 

・利用者の状態把握と情報共有に努め、統一したケアを行います。 



・ノーリフトケアの推進と、介護ロボットの導入により、安全な介助を実施できるように図ります。  

機器の安全な使用方法の習得に努めます。 

（成 果） 

・日中、入所者が通所の生活介護利用者と同じフロア（１階）で過ごされる機会が増えたことで、入所者の 

満足度向上につながりました。また、ご入所者が１階で過ごされることで、生活介護職員と入所部門職員 

との情報共有を密に行うことができ、介護力の向上につながりました。 

・居室での移乗だけでなく、入浴サービスにおいてもノーリフトケアを推進するができました。使用頻度が増 

えたことで、改めて講習する機会を設けなくても安全に機器を使用できるようになりました。 

（課 題） 

・人員不足や職員配置の不均衡により、入所部門の職員が生活介護のケアに関わる機会を十分に持つ 

ことが出来ませんでした。今後は、部門間の連携を強化し、相互に関わる機会を増やしていくことが課題 

であると考えております。 

・開設当初から使用しているリフトについては、不具合が増えており、一部使用できない機器も発生しており 

ます。安全面を考慮し、優先順位の高い機器から順次更新していきたいと考えております。 

(目標・計画） 

・地域に根差した施設づくりを行います。 

（具体的な内容） 

・近隣地域との合同防災訓練を実施します。 

・地域活動（子ども食堂）への参加と支援を行います。 

（成 果） 

・民生委員皆様に来所していただき、施設見学および施設説明の場を設けました。施節について知ってい

ただく良い機会となりました。 

・地域連携推進会議を開催し、ご利用者やご家族、地域の皆様、近隣事業所職員、高砂市役所職員の

方々を交え、意見交換を行うことができました。 

・月１回開催される近隣の子ども食堂に参加し、昼食準備の手伝いや、おやつ提供の支援を行いました。 

（課 題） 

・地域の皆様に施設について知っていただく機会は、まだ十分といえない状況であるため、今後さらに取り

組みを拡大していく必要があると考えております。 

・職員配置不足により、地域活動等へ参加できない場合がありました。今後は、定期開催される活動へ継

続して参加できる体制を整えていきたいと考えております。 

 

 

（６）―② 会議の実施状況（自立支援センターむさしの里） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

部門別会議 各部署の代表者の会議。施設運営

に関する協議・調整及び各部署か

らの連絡・報告を行う 

施設長、サービス管理責任者、

部署主任、相談支援員、看護

師、理学療法士、管理栄養士 

月１回 



入所部門会議 部門別会議の伝達及び入所部門

の職員からの連絡・報告を行う 

サービス管理責任者、入所介

護職員、相談員 

月１回 

在宅部門会議 部門別会議の伝達及び在宅部門

の職員からの連絡・報告を行う 

サービス管理責任者、在宅介

護職員、相談員 

月１回 

教育委員会 処遇技術の向上と質の高いサービ

スの提供を図る。職員の定着と働

きやすい環境づくり。 

 

施設長、サービス管理責任

者、部署主任、部署副主任、

看護師 

月１回 

行事委員会 施設内の合同行事の企画・運営に

関する協議 

部署代表者、相談支援員、

看護師、管理栄養士、事務

員 

月１回 

給食委員会 給食及び使用食材に関する協議 管 理 栄 養 士 、 各部署担当

者、給食委託業者 

2 ヶ月 1 回 

 

虐待・身体拘束防止

委員会 

利用差に対する不適切なサービス

の提供の点検と身体拘束の防止に

関わる検討 

各部署担当者、看護師、理

学療法士 

月１回 

事故防止対策委員会 施設内介護事故防止のための対

策の検討とヒヤリハットの点検、身

体拘束に関する検討 

各部署担当者、看護師、管

理栄養士、理学療法士 

月１回 

苦情処理委員会 苦情に対する原因究明、対応策を

検討 

施設長、サービス管理責任

者、各部署担当者、相談員 

３ヶ月 1 回 

 

感染予防委員会 

(環境整備委員会） 

感染症の知識向上、施設内拡大

感染防止の対策検討、衛生管理の

点検等 

看護師、各部署担当者 月１回 

消防・防災委員会 防災計画の策定、避難訓練の計画

と実施、消防設備等点検 

 

防火管理者、各部署担当者 月１回 

ケアプラン介護 

栄養ケアマネジメント会

議 

リハビリ実施計画会議 

施設利用(入所/生活介護/短期

入所等)可否の判定、待機状況等

の把握 

サービス管理責任者、介護主

任、相談支援員、看護師、理

学療法士、管理栄養士 

利用者ごと

に３ヶ月に

１回 

入所(利用)判定会議 施設利用(入所/生活介護/短期

入所等)可否の判定、待機状況等

の把握 

サービス管理責任者、介護主

任、相談支援員、看護師、理

学療法士、管理栄養士 

随時 

 

 

 



（７）―① 成果と課題（神戸長者町白寿苑） 

（目標・計画） 

・人にやさしい人材の育成と働きやすい職場環境の整備を行います。 

（具体的な内容） 

・介護ロボット等 ICT の定着と活用（インカム・電子カルテ化・見守りセンサー等の活用） 

・生産性の向上（削減時間の活用：利用者への個別関わり強化 目標１人１日 10 分） 

（成 果） 

・介護ロボット等 ICT の定着と活用（インカム・電子カルテ化・見守りセンサー等の活用） 

 ・ICT を 4 月より本格に導入し、各部門が積極的に活用することで、業務の中へ定着させることができま

した。 

 ・生産性向上推進委員会において、各機器の問題点についてを検討を行い、課題を解決しながらマニ

ュアル化を進めることができました。  

・生産性の向上（削減時間の活用：利用者への個別関わり強化 目標１人１日 10 分） 

 ・業務効率化により削減できた時間を活用し、ご利用者への関わりについて個別支援・集団支援の両面

で強化することができました。 

 ・残業時間の削減（全職種合計；月平均 21.4 時間 2023 年比▲5.1 時間） 

  離職率の削減（全職種；10.6％ 2024 年比▲5.1％） 

（課 題） 

・各機器については、機能を十分に活用できている状況には至っておらず、今後は事故分析や睡眠分

析、認知症の活動分析等に活用できるよう、生産性向上委員会において検討を進めていきたいと考えて

おります。 

・ほのぼのの活用をさらに拡大するためには、PC や Ipad 等の端末の増設が必要であることから、来年度予

算へ計上しております。 

（目標・計画） 

・経営基盤の安定に努めます。 

（具体的な内容） 

・地域病院・居宅介護支援事業所・在宅系施設との連携強化を図り、入所往復利用者数を０名から 2 名

へ、通所リハビリ登録者数を 72 名から 85 名へ拡大してまいります。 

・「スソノ拡大作戦」として地域貢献活動を含めた地域への働きかけを強化するとともに、SNS 等を活用し

た情報発信の充実に取り組んでまいります。 

・経費削減については、事業費および事務費において 131 万円の削減を目指してまいります。 

（成 果） 

・連携強化  

入所：超強化型 5 ヵ月、強化型 7 ヵ月を算定 在宅退所は平均月 2.7 件（前年 2.5 件） 

     平均稼働率 88.9％（前年比±0％） 往復利用者２名 （SS 併用１名 サ高住往復１名） 

  通所リハ：平均利用者 21.6 名（前年比 1.3％増加） 登録者 78 名（前年 73 名） 

  訪問リハ：168 件（前年比 353 件減少） 

・スソノ拡大作戦 



  HP を活用した情報発信を実施しました。 

  地域貢献活動の広報は近隣地域に在住職員を介して実施できました。 

・経費削減（事業費・事務費で 131 万円削減） 

 事業費のみで前年比 162 万円削減 

（課 題） 

・施設全体の稼働については前年度と同程度で推移しており今後はさらなる連携強化に取り組みながら、

稼働の向上を目指してまいります 

・ホームページ以外にも SNS 等を活用した情報発信について、来年度の事業計画として取り組みを進めて

まいります。 

・物価高騰の影響もあり、今後はさらなる経費削減が難しい状況となっておりますが、引き続き効率的な運

営に努めてまいります。 

 

 

 （７）―② 会議の実施状況（神戸長者町白寿苑） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

レクリエーション委

員会 

施設内外行事および各種レクリエーションの実

施計画広報活動（きぼうの活用） 

看護師・介護士・ﾘﾊﾋﾞﾘ療

法士・相談員・栄養士 

月１回 

サービス向上委員

会 

サービス向上のための業務改善・苦情対応 副施設長・看護師・介護

士・ﾘﾊﾋﾞﾘ療法士・相談員・

栄養士・事務員 

月１回 

給食委員会 給食業務全般に関する計画・指導・改善・調査 施設長・事務長・看護師・

介護士・ﾘﾊﾋﾞﾘ療法士・相

談員・栄養士・給食委託業

者 

月１回 

教育委員会 

プリセプター委員会 

職員の資質向上を図るための研修計画と実施 

新人・中途者の教育・指導や計画の作成と実

施 プリセプターの教育・育成 

副施設長・看護師・介護

士・ﾘﾊﾋﾞﾘ療法士・ 

月１回 

 

感染・褥瘡予防対

策委員会 

褥瘡の発生予防、回復対策 

苑内感染症等の防止対策 

口腔ケア 

施設長・副施設長・看護

師・介護士・ﾘﾊﾋﾞﾘ療法士・

栄養士 

月１回 

 

安全対策委員会 利用者の安全の確保を図るための対策および

指導 

※インシデント・アクシデント対策 

※身体拘束ゼロ対策 

看護師・介護士・ﾘﾊﾋﾞﾘ療

法士・相談員・栄養士 

月１回 

 

身体拘束適正化

委員会 

身体拘束ゼロ対策 

身体拘束の適正化・マニュアルの整備 

研修の検討と実施 

施設長・副施設長・事務

長・看護師・介護士・ﾘﾊﾋﾞﾘ

療法士・相談員・栄養士 

月１回 

 



虐待防止対策委

員会 

利用者・職員の虐待防止を図るための 

対策および指導 

※不適切ケアの検証、防止、再発防止 

施設長・副施設長・事務

長・看護師・介護士・ﾘﾊﾋﾞﾘ

療法士・相談員・栄養士 

月１回 

労働安全衛生委

員会 

職員の安全と健康の確保を図るための対策お

よび指導 

※腰痛予防対策 

※4S 活動（整理整頓清掃清潔） 

※KY 活動（危険予知） 

施設長・副施設長・事務

長・各部署責任者(主任・副

主任) 

月１回 

 

運営委員会 のじぎく福祉会および施設の運営全般に関する

方針の周知と報告 

施設長・副施設長・事務

長・各部署責任者(主任・副

主任) 

月１回 

 

リーダー会・生産性

向上委員会 

業務改善・書類見直し 

働き方改革を含めた業務効率化・適正化・生

産性の向上化の取り組み 

施設長・副施設長・事務

長・主任・副主任 

月１回 

( 

摂食嚥下支援チー

ム 

安全においしく食べる楽しみを支援する 

ミールラウンドの実施  

口腔機能維持への取組み 

施設長・副施設長・課長・

事務長・看護師・介護士・ﾘ

ﾊﾋﾞﾘ療法士・栄養士 

月１回 

 

排泄自立支援チー

ム 

個々の能力に合った排泄への自立向上を各専

門性を発揮しチームで支援する。 

パットの検討、排泄介助について検討 

おむつ代コスト削減 

事務長・看護師・介護士・ﾘ

ﾊﾋﾞﾘ療法士・栄養士 

月１回 

 

7 老健会議 師長事務長会                  

介護プロジェクト委員会(介護教育) 

排泄ケア向上委員会 

リハビリ部会                 

いちごの会(栄養士) 

支援相談員会 

担当者 1 回/2～6 か

月 

 

 

（８）―① 成果と課題（れい和こすもす園） 

（目標・計画） 

一人ひとりの生活に合う「居心地のよさと安心感」が実感できるケアを目指します。 

（具体的な内容） 



・今まで培った感染対策を実施しながら施設全体の行事活動を行い、他利用者との関係性を構築するこ

とで施設生活を充実します。 

・暮らしの基本である「美味しい食事・気持ちのよい排泄・満足感が得られる入浴・心地よい睡眠」ができる

よう２４時間シートの内容をさらに充実します。 

・口から食べることの大切さを共有し、利用者に合った食事形態を提供することで、身体機能・QOL の維

持向上できるよう支援します。 

（成 果） 

・ケアの見える化と個別化: 24 時間シートに新たな情報を追加して「見える化」を推進したことで、目覚めか

ら就寝まで個々の生活スタイルに合わせた支援を実践することができた。 

・社会参加と活動の広がり: 感染対策を講じながらボランティアが参加する行事を企画・実施。利用者にと

って新しい体験の機会が生まれ、生活の幅と充実度が向上した。 

・多職種・他利用者との関係構築: 施設全体の行事を通じて他利用者との関係性を構築し、施設生活の

充実に繋げることができた。 

（課 題） 

・継続的な質の担保: 24 時間シートの情報をいかに日々のケアの質（食事・排泄・入浴・睡眠）へ一貫して

反映させ続けるか、常にブラッシュアップが必要である。 

・口腔ケア・栄養支援のさらなる強化: 計画にある「口から食べることの大切さ」の共有と、それに基づく身

体機能・QOL の維持向上の取り組みを、より具体的な成果として定着させていく必要がある。 

（目標・計画） 

・事業経営の安定化を図ります。 

（具体的な内容） 

・今まで接点のなかった病院連携室や居宅介護支援事業所への営業を強化します。 

・利用者への信頼を得ることで安心したサービスを提供し、更なる関係性を構築します。 

（成 果） 

・外部広報・営業の進展: これまで接点のなかった病院連携室や居宅介護支援事業所へ積極的にアプ 

ローチし、当園の状況（対応可能な範囲など）を周知することができた。 

・相談・見学件数の増加: 営業強化の結果、病院連携室からの入所相談や見学希望の問い合わせが増 

加しており、確実に入所促進への土壌が整いつつある。 

・信頼関係の構築: ケアマネジャーや利用者本人とのコミュニケーションを重視し、信頼構築に努めたこと 

が問い合わせ増という形に表れている。 

（課 題） 

・入所率の維持: 増加した問い合わせを確実に契約・入所に繋げ、高い入所率を長期的に維持するため

の具体的なクロージングと受け入れ体制の最適化が必要である。 

・継続的な関係性の深化: 構築し始めた関係機関との信頼関係を、一時的なものにせず、地域の相談窓

口から「困ったときは、まず『れい和』に相談しよう」と真っ先に思い出してもらえるよう、日頃からの顔の見

える関係づくりと、こまめな情報共有の継続が必要である。 

  

 



（８）―② 会議の実施状況（れい和こすもす園） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

部署連連絡会議 

(こすもす園と合同開催) 

 

 

伝達事項確認 

各事業所ごとの活動状況、運営状況の

確認 

 

施設長 副施設長

課長 各部署代表

者 

 

月１回 

 

 

 

高齢者虐待防止委員

会（こすもす園と合同開催） 

高齢者虐待防止に関すること 

 

施設長 副施設長

課長 各部署代表

者 

月１回 

 

苦情解決委員会 

（こすもす園と合同開催） 

感染予防対策の検討実施、検収の開

催などを実施 

施設長 副施設長

各部署代表者 

月１回 

消防・防災委員会 

(こすもす園と合同開催) 

防災に関する予防、内部研修、各種避

難訓練等の実施 

施設長 課長 

各部署代表者 

月１回 

感染予防委員会 

（こすもす園と合同開催） 

感染予防対策の検討実施、研修の開

催などを実施 

施設長 副施設長 

各部署代表者 

月１回 

労働安全衛生委員会 

(こすもす園と合同開催) 

労働災害の予防、啓発活動 

再発防止策の検討 

産業医 施設長 

看護師 

月１回 

給食委員会 食事に関する諸問題の改善 施設長 副施設長  

課長 介護主任 看

護 栄養士 委託事

業者 

2 ヶ月に 1

回 

身体拘束適正化検討

委員会（こすもす園と合

同開催） 

身体拘束等に関すること 施設長 副施設長

各部署代表者 

3 ヶ月に 1

回 

事故防止委員会 

(こすもす園と合同開催) 

事故予防、事故後の対応について検討 施設長 副施設長 

各部署代表者 

月１回 

入居判定委員会 入居に関する検討 

 

施設長 副施設長

課長 介護看護主

任 相談員 栄養 

月１回 

褥瘡対策委員会 褥瘡対策に関すること 施設ケアマネ 各部

署代表者 栄養士 

月１回 



運営推進会議 地域密着型サービスに義務付けられ、

地域の代表者とサービスの質の確保に

ついて検討 

施設長 副施設長 

課長 各部署代表

者 地域代表者 加

古川市 

２ヶ月に１

回 

 

 

 

（９）―① 成果と課題（ケアセンターかんの） 

（目標・計画） 

収益の安定化を図ります 

（具体的な内容） 

・業務の効率化を図り、ご利用者を円滑に受入れることができる体制を構築してまいります。          

・経費削減については前年度比 2％削減を目標に取り組んでまいります。 

（成 果） 

・業務改善会議及び利用調整会議を実施することで、効率的に利用者数の維持することができました。   

・４月・５月・６月については、看護師の人員不足により配置加算を１段階下げて請求を行ったため、前年  

比で収益減となりました。なお、6 月以降は看護師配置が整い、配置加算をも元に戻しての請求を行う 

ことができました。                                                      

・１１月より、看護師資格者を有する職員をサービス管理責任者として配置したことで、ご利用者の受入体 

制及び各フロアとの連携がスムーズになりました。 

・物価変動の影響を受ける状況も見られました。 

（課 題） 

・人員配置加算を維持できるよう退職者と採用人数のバランスを踏まえた採用計画の見直しが必要であ

ると考えております。                        

・利用申し込みから契約までに時間を要すケースがあるため、今後は円滑に対応できるよう体制やシステ 

ムの構築を進めていく必要があると考えております。 

（目標・計画） 

働きやすい職場環境の整備を行います。 

（具体的な内容） 

①有休消化率 75％を目指します。                                  

②勤務体制を多様化し柔軟に対応できる体制を整えます。 

（成 果） 

①有休消化率 82.7%                                                   

②育児休業職員５名 時間短縮職員２名 非常勤職員８名（夜勤専従等） 

(課 題) 

土曜・日曜・祝日に出勤できる職員が少なく出勤可能な職員に偏りがあり負担が多い 

 

 



（9）―② 会議の実施状況（ケアセンターかんの） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

施設運営会 施設運営に関すること 施設長・各部署責

任者・サビ管・管

理栄養士 

月１回 

多職種連携（業務改

善）会議 

業務の改善に関すること 施設長・各部署責

任者・サビ管・管

理栄養士 

月１回 

個別支援会議 個別支援計画の立案と検証 サビ管・担当職員 週１回 

利用調整会議 GH・短期・生活介護の利用調整 施設長・各部署責

任者・サビ管 

週１回 

苦情処理委員会 クレーム報告・検討・処理 施設長・サビ管・

各部署担当者 

月１回 

虐待防止・身体拘束

廃止委員会 

虐待・身体拘束報告と検討     

研修計画の立案 

施設長・サビ管・

各部署担当者 

月１回 

事故防止委員会 事故内容の報告と検討       

研修計画の立案 

施設長・サビ管・

各部署担当者 

月１回 

感染防止委員会 感染に関する報告と検討      

研修計画の立案 

施設長・サビ管・

各部署担当者 

月１回 

広報委員会 後方に関すること 各部署担当者 月１回 

レクリエーション委

員会 

レクレーション案の立案と報告 各部署担当者 月１回 

消防・防災委員会 消防・防災に関すること 各部署担当者 月１回 

教育委員会 教育全般に関すること 各部署担当者 月１回 

給食委員会 給食全般に関すること 施設長・管理栄養

士・各部署担当者 

月１回 

 

 

（10）―① 成果と課題（こすもす園ヘルパーステーション） 

（目標・計画） 

・働きやすい職場環境の整備を行います。   

（具体的な内容） 



・職場の高齢化に対応し、多様な勤務体制を構築します。             

 月１回の研修により、専門知識・技術を習得しスキルアップを図ります 

（成 果） 

・各ヘルパーの働き方を優先し急な休みにも対応しました。  

・参加型のセクション会議の再開で対面での情報共有ができ、研修にて各自のスキルアップを図る事が出

来ました。 

（課 題） 

・ヘルパーの高齢化により一人の離職により退職の連鎖が起きる可能性があるが個々の働き方に対応し

長く働ける環境作りを行うことが課題です。   

（目標・計画） 

・経営基盤の安定に努めます。 

（具体的な内容） 

・新規利用者獲得 月 3 名を目指します。                     

・サ責 4 名 登録 18 名の職員数の維持目標とします。 

（成 果） 

・平均で月 3 名は新規獲得出来ました。登録職員数も維持出来ました。 

（課 題） 

・新規については受け入れが難しくなっているができる限り前向きに検討していくようにする。 

 

 

（１０）―② 会議の実施状況（こすもす園ヘルパーステーション） 

会議名 内容 構成員 開催頻度 

サ責ミーティング 
情報共有・ヘルパーへの申し送り事項・研

修の検討等 
サービス提供責任者 月 1 回 

ヘルパーセクション会議 利用者申し送り事項・情報共有・各研修 全職員 月 1 回 

感染委員会 感染状況の確認。把握、対応等 サービス提供責任者 月 1 回 

虐待防止委員会 
虐待相談・報告の有無の確認 

内容の検討等 
サービス提供責任者 月 1 回 

事故防止委員会 
事故報告の有無の確認  

今後の対応 
全職員 月 1 回 

 

 

 

 



Ⅳ その他（稼働状況、職員状況、事故等の状況） 

（１）稼働状況 

 １－① こすもす園（ロング）定員５０名 

平均介護度
実　績

4 30 1,500 1,495 49.8 99.7 4.1

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）
延入所者数Ｃ

（人）
日平均（人）

Ｃ／Ａ

稼働率（％）

4.1

6 30 1,500 1,500 50.0 100.0 4.1

5 31 1,550 1,550 50.0 100.0

4.1

8 31 1,550 1,548 49.9 99.9 4.1

7 31 1,550 1,550 50.0 100.0

4.1

10 31 1,550 1,550 50.0 100.0 4.0

9 30 1,500 1,500 50.0 100.0

4.0

12 31 1,550 1,550 50.0 100.0 4.0

11 30 1,500 1,500 50.0 100.0

4.0

2 28 1,400 1,398 49.9 99.9 4.0

1 31 1,550 1,550 50.0 100.0

4.0

合計 365 18,250 18,219 49.9 99.8 4.1

3 31 1,550 1,528 49.3 98.6

 

  

 

１－② こすもす園（ショート）定員２０名 

平均介護度
実　績

4 30 600 519 17.3 86.5 3.0

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）
延利用者数Ｃ

（人）
日平均（人）

Ｃ／Ａ

稼働率（％）

3.1

6 30 600 541 18.0 90.2 3.1

5 31 620 554 17.9 89.4

3.1

8 31 620 536 17.3 86.5 3.3

7 31 620 534 17.2 86.1

3.3

10 31 620 553 17.8 89.2 3.2

9 30 600 528 17.6 88.0

3.2

12 31 620 569 18.4 91.8 3.2

11 30 600 556 18.5 92.7

3.2

2 28 560 503 18.0 89.8 3.2

1 31 620 565 18.2 91.1

3.3

合計 365 7,300 6,396 17.5 87.6 3.2

3 31 620 438 14.1 70.6

 



 １－③ こすもす園（デイサービス）定員３３名 

71.6 2.0合計 308 10,164 7,279 23.6 848

74.5 1.9

3 26 858 619 23.8 75 72.1 1.9

2 24 792 590 24.6 73

79.9 1.9

1 24 792 600 25.0 74 75.8 1.9

12 25 825 659 26.4 79

80.8 2.0

11 25 825 666 26.6 78 80.7 1.9

10 27 891 720 26.7 78

73.7 2.0

9 26 858 657 25.3 73 76.6 1.9

8 26 858 632 24.3 72

7 27 891 628 23.3 67 70.5 2.0

6 25 825 542 21.7 62

5 27 891 497 18.4 59 55.8 2.0

65.7 2.1

稼働率（％）
平均介護度

実　績

4 26 858 469 18.0 58 54.7

月 日数Ａ
定　員Ｂ
（Ａ×定

員）

延利用者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

登録者数
（人）

2.1

 

 

 

 １－④ こすもす園（居宅介護支援事業所） 

45.6%

月 所属ケアマネ数
定　員（予防含む） 利用者数（月初め）

稼働率（％）
（ケアマネ数×４４人） 一　般 介護予防

4 4.9 216.9 99 76

48.9%

5 4.9 216.9 103 77 47.5%

6 4.9 216.9 106 80

49.8%

7 4.9 216.9 108 81 49.8%

8 4.9 216.9 108 80

52.1%

9 4.9 216.9 109 78 50.2%

10 4.9 216.9 113 79

57.2%

11 4.9 216.9 121 78 55.8%

12 4.9 216.9 124 81

55.3%

1 4.9 216.9 124 80 57.2%

2 4.9 216.9 120 77

52.1%

3 4.9 216.9 120 75 55.3%

合計 59.2 2603.0 1,355 942  

 

 



２－① やすらぎ（ケアハウス）定員１００名 

1.7

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（定員×日数）
延利用者数Ｃ

（人）

稼働率（％）
平均介護度

実　績

4 30 3,000 3,000 100.0

1.7

5 31 3,100 3,100 100.0 1.7

6 30 3,000 3,000 100.0

1.6

7 31 3,100 3,100 100.0 1.6

8 31 3,100 3,100 100.0

1.6

9 30 3,000 3,000 100.0 1.6

10 31 3,100 3,100 100.0

1.7

11 30 3,000 3,000 100.0 1.7

12 31 3,100 3,100 100.0

1.6

1 31 3,100 3,100 100.0 1.6

2 28 2,800 2,800 100.0

1.7

3 31 3,100 3,100 100.0 1.7

合計 365 36,500 36,500 100.0  

 

 

 ２－② やすらぎ（定期巡回・随時対応訪問介護看護） 

月 日数Ａ
総利用者数

（人）
登録者数
（人）

4 30 753 27

5 31 788 26

6 30 804 28

7 31 806 27

8 31 837 27

9 30 810 27

10 31 837 28

11 30 863 30

12 31 899 30

1 31 868 29

2 28 738 29

3 31 800 28

合計 365 9,803 336  

 

 



 ３－① 津名やすらぎの里（ケアハウス）定員５０名 

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.4

1.4

1.5

1.4

1.5

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

1.7

1.5

100.0

100.0

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（定員×日数）
延利用者数Ｃ

（人）

稼働率（％）
平均介護度

実　績

4 30 1,500 1,500 1.4

5 31 1,550 1,550

6 30 1,500 1,500

7 31 1,550 1,550

8 31 1,550 1,550

9 30 1,500 1,500

10 31 1,550 1,550

11 30 1,500 1,500

12 31 1,550 1,550

合計 365 18,250 18,250

1 31 1,550 1,550

2 28 1,400 1,400

3 31 1,550 1,550

 

 

 

 ３－② 津名やすらぎの里（ヘルパー） 

合計 365 4,533 4,619.6 416

3 31 407 382.0 33

2 28 373 357.5 35

376.5 37

381.5 37

1 31 377 369.0 37

11 30 372

8 31 360

10 31 411 424.3 36

9 30 379 400.9 35

12 31 399 399.0 35

7 31 368 387.3 34

6 30 358 386.5 34

5 31 385 396.8 32

4 30 344 358.3 31

月 日数Ａ
総利用者数

（人）
総利用時間数

（時間）
登録者数
（人）

 

  

 



 ３－③ 津名やすらぎ（定期巡回・随時対応訪問介護看護） 

月 日数Ａ
総利用者数

（人）
登録者数
（人）

4 30 456 17

5 31 521 17

6 30 539 18

7 31 554 19

8 31 558 18

9 30 571 20

10 31 579 20

11 30 587 21

12 31 633 21

1 31 580 20

2 28 564 21

3 31 626 22

合計 365 6,768 234  

 

 

４－① すこやか（ケアハウス）定員４０人   

1,240 1,240

0.7

稼働率（％）

実　績

92.5

97.5

1,240

1,200

100.0 0.8

0.8

0.8

0.8

1,240

平均介護度

合計

2

3

365

31

1,240

1,240

0.71,240

28 1,092

31 1,240

31

1,120 97.5

100.0

100.0

14,600 99.014,451

31

12

10

1

1,200

8 31 1,240

31 1,240 1,240

9 30

6 30 1,200 1,200

1,2407

11 30 1,200 1,200

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（定員×日数）
延利用者数Ｃ

（人）

4 30 1,200 1,110

1,240 1,2095 31

0.8

100.0

0.7

0.8

0.8

0.8

0.8

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0 0.7

 

 

 



 ４－② すこやか（デイサービス）定員３４人 

稼働率（％）
平均介護度

実　績

4 26 884 562 21.6 62 63.6

月 日数Ａ
定　員Ｂ

(Ａ×定員)

延利用者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

登録者数
（人）

1.9

5 27 918 566 21.0 61 61.7 1.8

61.4 1.7

7 27 918 607 22.5 65 66.1 1.7

6 25 850 522 20.9 58

63.9 1.7

9 26 884 551 21.2 61 62.3 1.7

8 26 884 565 21.7 61

66.3 1.7

11 25 850 587 23.5 65 69.1 1.7

10 27 918 609 22.6 65

71.5 1.7

1 24 816 566 23.6 61 69.4 1.7

12 26 884 632 24.3 68

65.8 1.7合計 309 10,506 6,917 22.4 757

68.8 1.7

3 26 884 589 22.7 63 66.6 1.6

2 24 816 561 23.4 67

 

 

 

５－① のじぎくの里（ロング）定員７０名 

平均介護度
実　績

4 30 2,100 2,019 67.3 96.1 4.0

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）
延入所者数Ｃ

（人）
日平均（人）

Ｃ／Ａ

稼働率（％）

3.9

6 30 2,100 2,071 69.0 98.6 3.9

5 31 2,170 2,058 66.4 94.8

3.9

8 31 2,170 2,141 69.1 98.7 3.9

7 31 2,170 2,157 69.6 99.4

3.9

10 31 2,170 2,158 69.6 99.4 3.9

9 30 2,100 2,068 68.9 98.5

3.9

12 31 2,170 2,140 69.0 98.6 3.9

11 30 2,100 2,027 67.6 96.5

4.0

2 28 1,960 1,819 65.0 92.8 4.0

1 31 2,170 2,010 64.8 92.6

4.0

合計 365 25,550 24,692 67.6 96.6 3.9

3 31 2,170 2,024 65.3 93.3

 

 

 



 ５－② のじぎくの里（ショート）定員１８名 

平均介護度
実　績

4 30 540 498 16.6 92.2 2.2

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）
延利用者数Ｃ

（人）
日平均（人）

Ｃ／Ａ

稼働率（％）

2.4

6 30 540 542 18.1 100.4 2.4

5 31 558 622 20.1 111.5

2.2

8 31 558 583 18.8 104.5 2.3

7 31 558 602 19.4 107.9

2.1

10 31 558 562 18.1 100.7 2.4

9 30 540 552 18.4 102.2

2.4

12 31 558 548 17.7 98.2 2.6

11 30 540 540 18.0 100.0

2.5

2 28 504 537 19.2 106.5 2.7

1 31 558 552 17.8 98.9

3.0

合計 365 6,570 6,723 18.4 102.3 2.4

3 31 558 585 18.9 104.8

 

 

 

 ５－③ のじぎくの里（デイサービス）定員３０名 

52.5 2.0合計 306 9,180 4,820 15.8 577

57.1 2.1

3 26 780 435 16.7 51 55.8 2.0

2 24 720 411 17.1 49

56.5 2.1

1 24 720 403 16.8 52 56.0 2.1

12 26 780 441 17.0 51

50.8 2.0

11 25 750 402 16.1 50 53.6 1.9

10 26 780 396 15.2 49

50.4 1.8

9 26 780 414 15.9 49 53.1 1.9

8 26 780 393 15.1 48

7 26 780 375 14.4 43 48.1 1.9

6 25 750 375 15.0 45

5 26 780 386 14.8 46 49.5 1.9

50.0 1.9

稼働率（％）
平均介護度

実　績

4 26 780 389 15.0 44 49.9

月 日数Ａ
定　員Ｂ
（Ａ×定

員）

延利用者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

登録者数
（人）

1.9

 

  

 



５－④ のじぎくの里（ヘルパー） 

3 31 842 735.8 80

合計 365 9,479 8,462.3 933

1 31 823 711.4 78

2 28 810 713.0 79

11 30 822 732.5 79

12 31 863 764.9 79

9 30 766 682.5 80

10 31 836 760.3 80

7 31 751 658.7 76

8 31 705 623.9 78

5 31 773 680.8 74

6 30 737 646.3 75

月 日数Ａ
総利用者数

（人）
総利用時間数

（時間）
登録者数
（人）

4 30 751 752.3 75

 

  

 

５－⑤ のじぎくの里（地域包括協力センター） 

地域活動数 2件

見守り台帳数 0件

事業実績 年間相談実人員 49件

小地域ケア会議数 0件

福祉用具展示 0件

区 分 種 目 事 業 の 実 績

年間相談延件数 49件

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５－⑥ のじぎくの里（居宅介護支援事業所） 

62.2%

月 所属ケアマネ数
定　員（予防含む） 利用者数（月初め）

稼働率（％）
（ケアマネ数×４４人） 一　般 介護予防

4 4.5 193.5 88 97

67.2%

5 4.5 193.5 91 102 64.6%

6 4.5 193.5 95 105

70.5%

7 4.5 193.5 96 102 67.2%

8 4.5 193.5 104 97

72.7%

9 4.5 193.5 111 96 73.9%

10 4.5 193.5 108 98

70.3%

11 4.5 193.5 105 96 70.8%

12 4.5 193.5 104 96

69.9%

1 4.5 193.5 109 98 73.2%

2 4.5 193.5 102 100

69.6%

3 4.5 193.5 106 107 73.2%

合計 54.0 2322.0 1,219 1,194  

 

 

 ５－⑦ のじぎくの里（グループホーム）定員９名 

平均介護度
実　績

4 30 270 270 9.0 100.0 1.9

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）
延入所者数Ｃ

（人）
日平均（人）

Ｃ／Ａ

稼働率（％）

1.9

6 30 270 270 9.0 100.0 1.9

5 31 279 279 9.0 100.0

1.9

8 31 279 279 9.0 100.0 1.9

7 31 279 275 9.0 98.6

1.8

10 31 279 261 9.0 93.5 1.9

9 30 270 270 8.7 100.0

1.7

12 31 279 279 8.5 100.0 1.8

11 30 270 241 9.0 89.3

1.8

2 28 252 252 8.8 100.0 1.8

1 31 279 279 8.4 100.0

2.2

合計 365 3,285 3,215 8.8 97.9 1.9

3 31 279 260 8.9 93.2

 

 

 



 ６－① 自立支援センターむさしの里（ロング）定員３１人 

5.6

5.6

5.6

95.7 5.6

5.6

99.0 5.6

92.9 5.6

98.9 5.6

95.2

5.6

95.9

99.4

951

10,831

30.7

28.8

30.6

29.7

806

950

961

868

961

11,315

1

2

3

合計

31

28

31

365

31

30

31

31

30

943

8

9

10

11

31

30 930

922

924

949

846

961

930

平均障害区分
実　績

88.2820 5.6

稼働率（％）

12 96131

91.0

961 30.6

28.2 5.6

29.7

30.8

29.5915

98.8

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）

延入所者数
Ｃ

（人）

27.3930

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

4 30

880

925

7

91.6

5.6

98.1

5

6

961

930 30.8

30.4

5.6

99.5

28.4

961

 

 

 

 ６－② 自立支援センターむさしの里（ショート）定員４人 

3.7

2.9

4.1

6 30 4.1

7

30 120 86

120

4

5 31 124 115

123

31 124

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）

延利用者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

12 31

128

9 30 120

11 30

124 121

8 31 124 128

130

10 31

合計 365 1,460

120

1,420

105

108

1 31

2 28

3 31 124 113

112

4.1

124 135

3.9

124

128 4.3

4.3

3.4

4.4

108.3 5.4

5.5

106.7

102.5

103.2 5.5

5.4103.2

108.9 5.4

稼働率（％）
平均障害区分

実　績

71.7 5.3

92.7 5.4

97.3 5.43.9

3.6

5.5

96.4 5.4

91.1 5.4

3.9

5.5

84.7 5.4

97.6

 

 

 



６－③ 自立支援センターむさしの里（生活介護）定員５６人 

17,248

5.5

70.2 5.5

合計 308

2 24 1,344

1 24 1,344

3 26 1,456

11 25 1,400

月 日数Ａ

12 25 1,400

1,51210

1,512

7 27 1,512

27

8 26 1,456

9 26 1,456

1,400

27

6 25

1,456

5

定　員Ｂ
（Ａ×定員）

4 26

平均障害区分
実　績

1,001 38.5 68.8

1,032 41.3 73.7 5.5

延利用者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

稼働率（％）

1,062 39.3

1,031 39.7 70.8 5.5

1,089 40.3 72.0 5.5

1,072 41.2 73.6 5.4

5.5

977 39.1 69.8 5.5

1,078 39.9 71.3

73.1 5.5

1,035 43.1 77.0 5.4

1,024 41.0

12,392 40.2 71.8 5.5

5.5

1,074 41.3 73.8 5.4

917 38.2 68.2

 

 

 

 ６－④ 自立支援センターむさしの里（相談支援事業所） 

2

1 1

10 11

3 4

1 1

2 2

1

0 0

0 0

0 0

1 1

0 0

0 0

0 0

2

0

0

0

0

1

0

0

0

新規利用者件数

入所利用者 在宅利用者 合計

0

0

登録件数

0

0

4 82

5 82

6 82

7 83

30

31

30

31

31

30

月 日数

31

8

81

12 31 84

1 31 85

81

9 80

合計 365 989

2 28 85

3 31 84

30

10 80

11

 

 

 



 ７－① 神戸長者町白寿苑（ロング＋ショート）定員１００人 

88.9 2.9

3 31 3,100 2,712 87.5 87.5 2.9

合計 365 36,500 32,437 88.9

2 28

91.8 2.9

12 31 3,100 2,870 92.6 92.6

2,800 2,515 89.8 89.8

2.9

1 31 3,100 2,847 91.8

3.0

88.7 2.9

10 31

89.2 2.9

2.9

11 30 3,000 2,662 88.7

3,100 2,649 85.5 85.5

2.9

9 30 3,000 2,677 89.2

90.28 31 3,100 2,796 90.2

87.9 3.0

6 30 3,000 2,576 85.9 85.9 2.9

7 31 3,100 2,725 87.9

4 30 3,000 2,688 89.6

5 31 3,100 2,720 87.7

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）

延入所者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

稼働率（％）
平均介護度

実　績

87.7 2.9

89.6 2.8

 

 

 

 ７－② 神戸長者町白寿苑（デイケア）定員４０人 

合計 308 12,320 6,647 21.6 647 54.0 2.2

2 24 960 508 21.2 51 52.9 2.0

3 26 1,040 500 19.2 49 48.1 2.0

12 25 1,000 545 21.8 56 54.5 2.2

1 24 960 501 20.9 52 52.2 2.2

10 27 1,080 596 22.1 56 55.2 2.3

11 25 1,000 530 21.2 57 53.0 2.2

8 26 1,040 569 21.9 57 54.7 2.2

9 26 1,040 600 23.1 56 57.7 2.1

6 25 1,000 558 22.3 55 55.8 2.3

7 27 1,080 614 22.7 58 56.9 2.4

4 26 1,040 557 21.4 48 53.6 2.3

5 27 1,080 569 21.1 52 52.7 2.3

月 日数Ａ
定　員Ｂ
（Ａ×定

員）

延利用者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

登録者数
（人）

稼働率（％）
平均介護度

実　績

 

 

 



７－③ 神戸長者町白寿苑（訪問リハビリテーション） 

3 26 1 3

合計 308 14 168

12 25 1 0

1 24 1 3

2 24 1 3

9 26 1 12

10 27 1 6

11 25 1 12

6 25 2 36

7 27 2 33

8 26 1 9

月 日数Ａ
登録件数

（実人数）
訪問件数

4 26 1 24

5 27 1 27

 

 

 

 ８－① れい和こすもす園（ロング）定員２９人 

3.8

合計 365 10,585 10,573 29.0 99.9 3.8

3 31 899 899 29.0 100.0

3.8

2 28 812 812 29.0 100.0 3.8

1 31 899 899 29.0 100.0

3.8

12 31 899 899 29.0 100.0 3.8

11 30 870 867 28.9 99.7

3.7

10 31 899 899 29.0 100.0 3.7

9 30 870 868 28.9 99.8

3.8

8 31 899 899 29.0 100.0 3.8

7 31 899 898 29.0 99.9

3.9

6 30 870 870 29.0 100.0 3.9

5 31 899 897 28.9 99.8

平均介護度
実　績

4 30 870 866 28.9 99.5 3.9

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）
延入所者数Ｃ

（人）
日平均（人）

Ｃ／Ａ

稼働率（％）

 

 

 



８－② れい和こすもす園（ショート）定員１０人 

 

 

 ９－① 障がい者ケアセンターかんの（グループホーム）定員２０人 

平均障害区分
実　績

87.8527

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）

延入所者数
Ｃ

（人）

17.6600

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

6.04 30

稼働率（％）

5

6

620

600

17.1

18.5

530

555

30

12

620

620

600

620

600

620

9

10

11

31

20.0

19.1

18.6

18.9

18.0

619

593

559

587

541

604

620

560

620

7,300

1

2

3

合計

31

30

31

31

30

31

31

28

31

365

7

8

94.1 6.0

605

6,868

19.5

19.9

19.1

18.8

557

591

97.6 6.0

99.5 6.0

95.3 6.0

85.5 6.0

92.5 6.0

99.8 6.0

19.5

6.0

6.0

6.0

95.6

93.2

6.0

94.7

90.2 6.0

97.4

 

 

 

 

3.0

合計 365 3,650 3,409 9.3 93.4 3.0

3 31 310 300 9.7 96.8

2.8

2 28 280 267 9.5 95.4 2.9

1 31 310 289 9.3 93.2

2.9

12 31 310 295 9.5 95.2 2.8

11 30 300 289 9.6 96.3

3.0

10 31 310 303 9.8 97.7 3.0

9 30 300 291 9.7 97.0

2.9

8 31 310 300 9.7 96.8 3.1

7 31 310 294 9.5 94.8

3.4

6 30 300 270 9.0 90.0 3.0

5 31 310 278 9.0 89.7

平均介護度
実　績

4 30 300 233 7.8 77.7 3.3

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）
延利用者数Ｃ

（人）
日平均（人）

Ｃ／Ａ

稼働率（％）



 ９－② 障がい者ケアセンターかんの（ショート）定員５人 

23.9 6.0

25.0 6.0

26.5 6.0

10.3 6.0

24.5 6.0

32.0 6.0

6.0

6.0

6.022.6

24.0

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

0.5

0.1

1.2

1.0

稼働率（％）
平均障害区分

実　績

1.3 6.0

1.1

1.3

6.0

20.7

23.2

29.7

1.2

1.6

1.2

1.2

1.3

1.1

1.5

22.0 6.0

6.0

30

35

48

35

36

150

155 38

155

46

7 31 155 36

12 31

8 31 155

10 31

155

9 30 150

11

5 31 155 16

6 30 150 31

月 日数Ａ
ベッド数Ｂ

（Ａ×定員）

延利用者数
Ｃ

（人）

4 30 150 2

合計 365 1,825 401

37

3

2

1

31 155 41

28 140

31

 

 

 

 ９－③ 障がい者ケアセンターかんの（生活介護）定員４０人 

6.0

721 27.7 69.3 6.0

635 26.5 66.1

8,063 26.1 65.2 6.0

6.0

655 26.2 65.5 6.0

66.6 6.0

684 28.5 71.3 6.0

693 26.7

714 26.4 66.1

6.0

672 25.8 64.6 6.0

673 25.9 64.7 6.0

744 27.6 68.9

4

稼働率（％）
平均障害区分

実　績

566 21.8 54.4 6.0

延利用者数
Ｃ

（人）

日平均
（人）
Ｃ／Ａ

定　員Ｂ
（Ａ×定員）

1,000

日数Ａ

1,080

1,040

12 26 1,040

1,08010

7 27 1,080

27

27

6 25

合計 309

2 24 960

12,360

1,040

1 24 960

3

月

1,040

9 26 1,040

5

26

11 25

8 26

26

6.0650 24.1

1,000 656 26.2 65.6 6.0

60.2

 

 

 



１０－① こすもす園ヘルパーステーション 

3 31 1,011 974 132

合計 365 11,246 10,977 1,530

1 31 908 870 129

2 28 899 864 126

11 30 935 909 131

12 31 988 959 131

9 30 940 935 131

10 31 1,003 988 129

7 31 923 913 126

8 31 874 869 125

5 31 950 923 123

6 30 877 868 123

月 日数Ａ
総利用者数

（人）
総利用時間数

（時間）
登録者数
（人）

4 30 938 905 124

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 職員状況 

①　在籍者の状況 （単位：人）

常勤 非常勤 常勤換算
登録

ヘルパー
在籍人数

合計
常勤 非常勤 常勤換算

登録
ヘルパー

在籍人数
合計

12 2 1.2 0 14 14 2 1.2 0 16

39 26 15.1 0 65 37 26 14.3 0 63

11 12 6.0 0 23 10 10 5.9 0 20

8 13 5.0 6 27 9 13 5.0 6 28

13 7 4.6 0 20 13 9 4.7 0 22

55 37 21.1 4 96 53 35 20.6 4 92

32 17 7.9 0 49 34 14 7.8 0 48

62 33 13.0 0 95 59 33 13.7 0 92

17 7 5.1 0 24 16 6 3.5 0 22

36 9 5.2 0 45 38 12 5.6 0 50

4 0 0.0 17 21 4 0 0.0 17 21

289 163 84.2 27 479 287 160 82.4 27 474

令和８年３月３１日現在 令和７年３月３１日現在

本部

やすらぎ

合計

障がい者ケアセン
ターかんの

神戸長者町白寿
苑

むさしの里

こすもす園

津名やすらぎの里

すこやか

のじぎくの里

れい和こすもす園

こすもす園ヘル
パーステーション

 
※上記表は令和 ８年３月 31 日付退職者を含みます。 

 

②　入退職者の状況 （単位：人）

常勤 非常勤 登録 合計 常勤 非常勤 登録 合計 常勤 非常勤 登録 合計 常勤 非常勤 登録 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0

2 3 0 5 6 5 0 11 0 2 0 2 4 4 0 8

2 2 0 4 0 2 0 2 1 0 0 1 0 2 0 2

0 2 0 2 0 1 0 1 1 0 1 2 0 2 1 3

0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

2 7 1 10 7 3 0 10 2 6 1 9 5 4 0 9

3 7 0 10 4 4 0 8 8 4 0 12 9 5 0 14

6 5 0 11 10 11 0 21 6 5 0 11 6 10 0 16

0 3 0 3 1 3 0 4 1 1 0 2 1 1 0 2

7 3 0 10 6 4 0 10 5 5 0 10 10 4 0 14

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

22 33 2 57 34 33 0 67 25 23 3 51 35 33 1 69

入職者 退職者

令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度

合計

本部

こすもす園

やすらぎ

津名やすらぎの里

すこやか

のじぎくの里

むさしの里

神戸長者町白寿苑

れい和こすもす園

障がい者ケアセンターかんの

こすもす園ヘルパー

 

※期間中、人事異動及び常勤・非常勤形態に変更したもの含まず。 

 



③ その他の状況（令和８年３月３１日現在） 

項目 令和７年度 令和６年度 

入職率 １１．２％ １３．８％ 

離職率 １３．２％ １４．０％ 

平均勤続年数 ９年７か月 ８年８か月 

平均年齢 ５０．８歳 ５１．１歳 

男性職員比率 １５４人（ ３１．３％） １４７人（ ２９．９％） 

女性職員比率 ３３８人（ ６９．７％） ３４４人（ ７０．１％） 

新入社員数 ６名 １名 

出向者数（順心会より） 11 名 １０名 



 

 

 

 

  



（３）事故等の状況

事故 苦情 事故 苦情 事故 苦情 事故 苦情 事故 苦情 事故 苦情 事故 苦情 事故 苦情 事故 苦情

2 6 0 8 8 1 0 4 0 10 2 19 3 3 2 3 1 11

1 2 1 1 2

1 2 1 1 1

1 7 2 2 1

2 1 2 5 2 2 1 5

1 1 1 3

2 2 2

2 1 1

1 3 1

4 1 1

1 1 2 1 1

1 2

2 6 0 8 8 1 0 4 0 10 2 19 3 3 2 3 1 11

2 6 0 7 8 1 0 4 0 10 2 19 3 3 2 3 1 10

1 1

※ 事故数に関しては、市町村届出事故数を記載した。

食事に関すること

区分

未解決

その他

契約やサービス利用に関すること

入浴に関すること

排泄に関すること

誤薬に関すること

その他

苦情・事故の対応状況（件数）

話し合いにより解決した

第３者委員及び弁護士の指
導・助言を受けたもの（再掲）

解決に向け検討中のもの

医療ケアに関すこと

事務手続きに関すること

器具・備品に関すこと

れい和こすもす園 障がい者ケアセンターかんの

苦情・事故の受付状況（件数）

すこやか のじぎくの里こすもす園 やすらぎ 津名やすらぎの里 むさしの里 神戸長者町白寿苑

その他ケアに関する事

施設内・外の移動中に関すること

職員の接遇や態度に関すること

入居者、利用者同士のトラブル

車両に関すること



 

 

 

 

  


